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二
〇
二
一
年
七
月
九
日
（
金
）

一
七
時
一
〇
分
～
一
八
時
四
〇
分

に
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
公
開
研
究
会
が
、
関

西
学
院
会
館
「
翼
の
間
」
で
行
わ
れ
、

「
社
会
の
発
見
と
キ
リ
ス
ト
教
―
関

西
学
院
と
神
戸
・
阪
神
間
地
域
に

お
け
る
―
」
と
い
う
題
で
社
会
学

部
の
荻
野
昌
弘
教
授
に
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
荻
野
先
生
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
八
名
は

対
面
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
一
六

名
の
参
加
者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
荻
野
先
生
は
、
社
会
学

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
密
接
な
関
係

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
学
的

な
研
究
は
、
見
知
ら
ぬ
他
者
と
い

か
に
接
し
、
い
か
に
働
き
か
け
る

か
、
と
り
わ
け
「
禍
」
の
中
に
あ

る
人
々
に
ど
う
接
す
る
か
を
探
究

す
る
学
問
で
す
。
聖
書
は
、
イ
エ

ス
が
他
者
、
と
り
わ
け
禍
の
中
に

あ
る
他
者
と
ど
う
関
わ
る
の
か
を

語
り
ま
す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

聖
書
を
社
会
学
的
な
書
と
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
指
摘
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
日
本
に
社
会
学
が
導
入

さ
れ
た
際
に
キ
リ
ス
ト
者
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
米

田
庄
太
郎
、
賀
川
豊
彦
の
二
人
の

例
か
ら
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
被
差

別
部
落
の
出
身
で
あ
っ
た
米
田
は
、

宣
教
師
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ド
ー
マ
ン

と
出
会
う
中
で
キ
リ
ス
ト
者
と
な

り
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
で
学
び
、

京
都
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
と
り
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
礎

を
築
い
た
米
田
の
学
問
の
中
に
は
、

貧
困
と
差
別
を
社
会
問
題
と
し
て

捉
え
る
志
向
性
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
賀
川
豊
彦
は
、
神

戸
神
学
校
在
学
中
か
ら
、
ス
ラ
ム
の

支
援
を
行
い
、
ス
ラ
ム
の
子
供
た

ち
の
た
め
の
林
間
学
校
な
ど
を
通

し
て
関
西
学
院
の
学
生
た
ち
と
も

交
流
し
ま
し
た
。
賀
川
は
、
関
西

学
院
の
図
書
館
を
利
用
し
、
第
四

代
関
西
学
院
院
長
C.
J.
L.
ベ
ー

ツ
と
交
流
を
も
ち
、
一
九
五
五
―

五
八
年
に
は
関
西
学
院
の
理
事
を

務
め
ま
し
た
。
べ
ー
ツ
は
賀
川
を

高
く
評
価
し
、
賀
川
は
何
度
も
関

学
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
関
西
学
院
に
お
け
る

社
会
学
の
歴
史
を
見
て
い
き
ま
し

た
。
一
九
〇
四
年
に
宣
教
師
の

T
.
H
.
ホ
ー
デ
ン
が
社
会
学
を
講

じ
て
以
降
、
社
会
学
科
が
創
設
さ

れ
る
ま
で
の
間
は
、
ベ
ー
ツ
ら
が

神
学
部
で
社
会
学
を
講
じ
ま
し
た
。

一
九
一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
高
等

学
部
文
科
の
文
科
長
に
就
任
し
た

小
山
東
助
（
組
合
教
会
の
海
老
名

弾
正
門
下
の
キ
リ
ス
ト
者
）
は
、

英
文
科
、
哲
学
科
、
社
会
学
科
を

設
け
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
社
会

学
科
創
設
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

小
山
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養

成
や
総
合
的
な
社
会
指
導
理
論
の

把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

当
時
は
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
「
社
会
学
科
」
と
い
う
名

称
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
小
山
が
去
る
と
、
一
九
一
八
年

に
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
河
上
丈

太
郎
が
専
任
教
員
と
し
て
赴
任
し

ま
す
。
河
上
は
一
〇
年
ほ
ど
関
学

で
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
衆
議
院
議

員
と
な
り
、
戦
後
は
、
社
会
党
委

員
長
を
五
期
務
め
ま
し
た
。
河
上

は
、
関
学
に
着
任
後
、
一
九
一
九

―
一
九
二
〇
年
に
社
会
学
の
集
中

講
義
の
担
当
者
と
し
て
『
社
会
学

原
理
』
を
刊
行
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
高
田
保
馬
を
招
き
ま
し
た
。

　
一
九
二
一
年
に
は
社
会
学
の
専

任
教
授
と
し
て
新
明
正
道
が
着
任

し
、『
社
会
学
序
説
』
を
上
梓
し
ま

「
社
会
」の
発
見
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　
ー 

関
西
学
院
と
神
戸
・
阪
神
間
地
域
に
お
け
る 

ー

講
師
　
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
　
荻
野
　
昌
弘

報
告
者
　
R
C
C
主
任
研
究
員
　
東
　
よ
し
み

■

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
公
開
研
究
会
報
告
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柴
田
み
ど
り
氏
の
「
ヨ
ナ
」
と
題

さ
れ
た
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
図

版
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市
に

あ
る
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設
「
ド
ー

ル
・
セ
ン
タ
ー
」
に
送
り
、
当
セ

ン
タ
ー
で
バ
ナ
ー
と
し
て
仕
上
げ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
ド
ー
ル
・

セ
ン
タ
ー
は
貧
し
い
女
性
た
ち
の

自
立
を
支
援
す
る
施
設
で
、
人
形

や
バ
ナ
ー
な
ど
を
受
注
・
作
成
し

て
い
ま
し
た
。

　
赤
を
背
景
と
し
て
中
央
に
描
か

れ
た
大
き
な
魚
に
は
、
二
重
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。
原
図
タ
イ
ト
ル

の
通
り
、
ま
ず
こ
の
魚
は
旧
約
聖

書
・
ヨ
ナ
書
の
大
魚
を
表
し
ま
す

が
、
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
で
は
魚

が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
シ
ン
ボ

ル
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
基
づ
き
、

キ
リ
ス
ト
を
表
し
て
い
ま
す
。
魚
が

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
表
す
よ
う

に
な
っ
た
理
由
は
、
湖
の
多
い
ガ

リ
ラ
ヤ
地
方
で
生
き
た
イ
エ
ス
は

魚
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
（
よ
く

魚
を
食
べ
た
）
こ
と
、
そ
し
て
ギ

　
今
回
は
社
会
学
部
チ
ャ
ペ
ル
の

正
面
に
掛
け
ら
れ
た
大
き
な
バ

ナ
ー
（
垂
れ
幕
）
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
バ
ナ
ー
は
二
〇
〇
七
年
に
、
現

在
の
チ
ャ
ペ
ル
で
は
な
く
、
建
て

替
え
前
の
旧
社
会
学
部
棟
の
大
教

室
兼
用
チ
ャ
ペ
ル
正
面
に
設
置
す

る
た
め
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
社
会
学
部
に
お
ら
れ
た
グ
ル
ー

ベ
ル
宣
教
師
と
宗
教
主
事
の
私
で
、

視
覚
に
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル
を
チ
ャ

ペ
ル
に
導
入
す
る
こ
と
を
計
画
し
、

原
図
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
版
画
家
・

す
。
一
九
二
三
年
に
は
松
沢
兼
人

が
着
任
し
、
社
会
政
策
を
講
じ
ま

し
た
。
河
上
は
ベ
ー
ツ
を
通
じ
て

賀
川
と
の
知
己
を
得
ま
し
た
。
社

会
学
科
の
専
任
教
員
で
あ
る
、
河

上
、
新
明
、
松
沢
の
三
人
は
、
賀

川
が
一
九
二
二
年
に
安
治
川
協
会

に
開
校
し
た
大
阪
勞
動
學
校
の
講

師
を
務
め
て
い
ま
す
。
　

　
次
に
、
阪
神
地
域
に
お
け
る
市

民
意
識
の
誕
生
に
キ
リ
ス
ト
教
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
阪

神
間
で
の
住
宅
開
発
が
は
じ
ま
り
、

そ
こ
に
移
住
し
て
き
た
新
住
民
の

階
層
が
地
域
を
変
え
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
事
例
が
一
九
二
一
年
の

灘
購
買
組
合
（
コ
ー
プ
こ
う
べ
の

前
身
）
の
誕
生
で
す
。
き
っ
か
け

は
、
住
民
の
那
須
善
治
が
財
産
を

公
共
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
希
望

し
、
賀
川
の
協
同
組
合
の
発
想
に

共
感
し
た
こ
と
で
す
。
賀
川
は
、「
社

会
改
造
」
は
愛
と
連
帯
意
識
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
と
考
え
、
経
済
的
な

互
助
的
な
組
織
で
あ
る
協
同
組
合

を
つ
く
り
、
そ
の
利
益
を
公
共
的
目

的
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

資
本
家
・
企
業
経
営
者
と
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
層
が
、
阪
神
間
地
域
に

新
た
な
居
住
地
を
選
ん
で
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
民
主
主
義
へ
の
志
向

性
と
市
民
意
識
の
芽
生
え
が
生
ま

れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
愛
と
他

者
と
の
連
帯
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

の
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教

は
、
社
会
の
存
在
を
発
見
し
、
認
識

す
る
観
点
を
提
供
し
ま
し
た
。
実

際
に
社
会
を
改
良
し
て
い
く
際
に

は
、
国
家
を
通
じ
た
社
会
改
良
事

業
へ
と
進
む
流
れ
と
、
社
会
の
現

実
を
捉
え
、
政
策
提
言
す
る
流
れ

と
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
河
上
ら
の

関
西
の
流
れ
は
後
者
の
、
下
か
ら

上
へ
の
流
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

す
。
阪
神
間
地
域
で
は
、
国
家
か

ら
で
は
な
く
、
社
会
か
ら
現
実
を

捉
え
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
生
ま

れ
、
そ
こ
に
は
、
愛
と
他
者
と
の

連
帯
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意

識
が
強
く
働
い
て
い
た
の
で
す
。

　
大
変
に
興
味
深
く
啓
発
的
な
ご

講
演
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
関
西
学
院
で
の
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

リ
シ
ア
語
で
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、

神
の
子
、
救
い
主
」
と
書
い
た
と

き
、
頭
文
字
が
「
魚
」
を
意
味
す

る
「
I
C
Q
Υ
S
」（
イ
ク
テ
ュ
ス
）

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ロ
ー

マ
帝
国
に
よ
る
迫
害
下
で
、
初
期

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
キ
リ
ス

ト
の
「
隠
れ
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て

魚
の
絵
を
用
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
ヨ
ナ
書
の
大
魚
と

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
重
ね
た
魚
の

内
部
と
周
囲
に
、
イ
エ
ス
の
生
涯

の
場
面
（
降
誕
、
洗
礼
、
エ
ル
サ

レ
ム
入
城
）、
キ
リ
ス
ト
や
聖
霊
を

表
す
象
徴
（
十
字
架
、
百
合
、
ぶ

ど
う
、
A [

ア
ル
フ
ァ[

と
W[

オ

メ
ガ[

、
鳩
、
炎
）
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
色
と
し
て
は
背
景
の
赤
以

外
に
、
各
場
面
や
象
徴
に
、
白
、
黒
、

黄
、
紫
、
緑
な
ど
の
典
礼
色
を
基

調
と
し
た
原
色
が
効
果
的
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ナ
ー
は
明

る
く
鮮
や
か
な
色
彩
を
チ
ャ
ペ
ル

全
体
に
与
え
る
と
同
時
に
、
聖
書

の
物
語
を
視
覚
的
に
伝
え
る
役
割

を
果
た
し
、
さ
ら
に
作
成
し
て
く

だ
さ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
の

心
と
手
の
働
き
を
想
い
起
こ
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
キ
リ
ス
ト
教
シ
ン
ボ
ル
（
15
）

R
C
C
セ
ン
タ
ー
長
　
打
樋
　
啓
史


